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１．クリーンパーク茂原 

 １）クリーンパーク茂原の全景 

 

 

２）クリーンパーク茂原の概況 

施 設 名 称 クリーンパーク茂原 焼却ごみ処理施設 

事 業 主 体 宇都宮市（上三川町、石橋町との広域事業） 

所 在 地 栃木県宇都宮市茂原町 777 番地 1 ほか 

建    物 管理棟：地上 3 階建て 工場等：地上 7 階建て 

炉 形 式 ストーカー炉＋3相アーク式灰溶融炉 

焼 却 炉 130ｔ/日×3炉＝390ｔ/日 

灰 溶 融 40ｔ/日×1炉 
処 理 
能 力 

リサイクルプラザ 135ｔ/5ｈ 

事 業 費 約 223 億円(焼却施設)、約 43 億円(リサイクルプラザ)

竣 工 年 月 平成 13 年 3 月 

煙 突 高 さ 80ｍ 

啓 発 施 設 
学習・体験・情報コーナー、再生品展示コーナー 
工作室、研修室等 

発 電 能 力 定格出力：7,500kW 

余熱利用施設 茂原健康交流センター 
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３）クリーンパーク茂原の特徴 

燃焼排ガスから、飛灰、ダイオキシン類、硫黄酸化物、塩化水素及び窒素酸化物等

を除去するために、高度な排ガス清浄化システムを採用している。 

灰溶融炉（電気溶融方式）で焼却灰を無害な溶融スラグとし、建設資材などに資源

化・有効利用を検討している。 

燃焼装置は、上向き摺動式ストーカーとセラミック製空冷壁を組み合わせた方式。

安定した高温燃焼制御が行え、ダイオキシン類、NOx 等の発生が抑制でき、発電設備へ

の蒸気供給も安定している。 

プラント機能をつねに最高レベルに維持するため、自動燃焼制御システム・全自動

クレーンシステムなど、IT 化を徹底している。 

常時排ガスの状況を表示する排ガス監視表示盤を工場入口に配置している。 

 

４）クリーンパーク茂原の余熱利用等 

   温高圧の蒸気を利用する、高効率ごみ発電を行っている。定格出力は 7500Kw、余熱

を利用して隣接施設（浴場、プール）へ温水を供給している。 

 

 

  蒸気タービン発電機 
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２．朝日環境センター 

 １）朝日環境センターの全景 

 

 

２）朝日環境センターの概況 

施 設 名 称 朝日環境センター ごみ焼却処理施設 

事 業 主 体 川口市 

所 在 地 埼玉県川口市朝日 4-21-33 

建    物 地下 1 階・地上 5 階建て 

炉 形 式 流動床式ガス化溶融炉 

焼 却 炉 140ｔ/日×3炉＝420ｔ/日 処 理 
能 力 リサイクルプラザ 95ｔ/5ｈ 

事 業 費 約 131 億円(焼却施設)、約 66 億円(リサイクルプラザ)

竣 工 年 月 平成 13 年 4 月 

煙 突 高 さ 100ｍ 

啓 発 施 設 
リサイクルショップ、リサイクル工房、展示ホール、
図書・ビデオライブラリー 

発 電 能 力 最大 12,000KW 

余熱利用施設 
20ｍプール、幼児プール、男女別浴室、ジャグジー、
ミストサウナ、休憩室等 

そ の 他 

新エネルギー施設 
太陽光発電：5ｋW 
風力発電 ：3.6ｋW 
太陽熱利用：真空太陽熱温水器 採湯量 400λ/日 

雨水利用 
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３）朝日環境センターの特徴 

流動ガス化炉は還元雰囲気のもと 550～600℃という比較的低い温度でごみを熱分解

しガス化させるので、アルミや鉄などの有価金属を未酸化のまま回収することができ

る。 

焼却溶融炉の熱分解ガスは焼却空気と共に旋回しながら 1350℃という高温で燃焼し、

ガス中の灰分はこの熱で溶融して「スラグ」として回収される。また、高温燃焼させ

ることによりダイオキシン類の発生を大幅に減少させる。 

ほぼ全ての設備の運転監視、制御をコンピューターにより行っている。 

 

４）朝日環境センターの余熱利用等 

  ボイラで発生した蒸気は、タービンを回し発電機により電気を発生させて施設内の

電力をまかなっている。また、余剰電力は電力会社へ売電している。 

  さらに自然エネルギーを啓発施設や余熱利用施設で利用しており、余熱を利用した、

男女別浴室、健康浴室、休憩室、ラウンジ、売店等を設けている。 

 

余熱利用施設 
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３．東部クリーンセンター 

 １）東部クリーンセンターの全景 

 

 

２）東部クリーンセンターの概況 

施 設 名 称 所沢市東部クリーンセンター  

事 業 主 体 所沢市 

所 在 地 埼玉県所沢市大字日比田 895 番地の 1 

建    物 地下 2 階・地上 6 階建て 

炉 形 式 ストーカー炉＋電気アーク式灰溶融炉 

焼 却 炉 115ｔ/日×2炉＝230ｔ/日 

灰 溶 融 30ｔ/日×2炉＝60ｔ/日 
処 理 
能 力 

リサイクルプラザ 88ｔ/5ｈ 
事 業 費 約 90 億円(焼却施設)、約 18 億円(リサイクルプラザ)

竣 工 年 度 平成 14 年度 

煙 突 高 さ 90ｍ 

啓 発 施 設 リサイクルふれあい館 

発 電 能 力 2,500KW×2 基 

そ の 他 
新エネルギー施設   
太陽光発電：3ｋW、風力発電：1ｋW 
剪定木チップ化装置 
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３）東部クリーンセンターの特徴 

ごみを燃やした後に残る焼却灰と焼却飛灰を溶融炉で溶融処理することで、アスフ

ァルト混合材や銅精錬原料などの再資源として有効利用する。 

焼却炉は有害物質の発生を極力抑える最新型を備える。 

東部クリーンセンターの煙突での排ガス測定値及び、西部クリーンセンターの排ガ

ス測定値を公害表示板にて表示させる。 

 

４）東部クリーンセンターの余熱利用等 

  一般ごみを燃やした際に発生する焼却熱からもエネルギーを回収し発電、給湯等に

有効利用する。 

  なお、新エネルギー施設として太陽光発電、風力発電設備を備えている。 

 

 

渡り廊下・風力発電          太陽光発電 

－7－



  

４．桜井市一般廃棄物循環型社会基盤施設 

 １）桜井市一般廃棄物循環型社会基盤施設の全景 

 

 

 

 

２）桜井市一般廃棄物循環型社会基盤施設の概況 

施 設 名 称 桜井市一般廃棄物循環型社会基盤施設 

事 業 主 体 桜井市 

所 在 地 奈良県桜井市大字浅古 485 番地の 1 

建    物 建築面積 4,150 ㎡ 

炉 形 式 流動床式ガス化溶融炉 

処理能力(焼却炉) 150ｔ/日 

事 業 費 約 42 億円(焼却施設)、約 19 億円(リサイクルプラザ)

竣 工 年 度 平成 14 年度 

煙 突 高 さ 90ｍ 

啓 発 施 設 
修理・工作室、映像研修室、環境学習室・IT 活用室、
市民工房室・バーナーワーク 

発 電 能 力 1,990KW 

余熱利用施設 場内給湯 

そ の 他 最終処分場＋水処理施設、し尿処理場併設 
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３）桜井市一般廃棄物循環型社会基盤施設の特徴 

ガス化炉により約 600℃でガス化処理した時に出たガスを利用し、約 1,350℃の高温

で溶融する。灰などは溶融炉でスラグ化無害化した後、最終処分場に埋立処理される。 

施設から排出されるガスは、最新の除去設備により処理し環境対策に期する。 

分別収集した不燃ごみ・粗大ごみ・缶・ビン・ペットボトルを種類別に効率よく選

別し、徹底した資源化を図る。 

リサイクルプラザを併設しており、その他最終処分場も近くにある。 

 

４）桜井市一般廃棄物循環型社会基盤施設の余熱利用等 

  焼却により発生した熱はボイラで蒸気として回収し、さらに蒸気タービンによって

発電して施設で利用することで経費の節約を図っている。 
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５．クリーンセンターかしはら 

 １）クリーンセンターかしはらの全景 

 

 

２）クリーンセンターかしはらの概況 

施 設 名 称 クリーンセンターかしはら 

事 業 主 体 橿原市 

所 在 地 奈良県橿原市川西町 1038-2 

建    物 建築面積 新設：8,038 ㎡＋既設：1,115 ㎡ 

施 設 名 称 ストーカー炉＋電気アーク式灰溶融炉 

焼却炉 85ｔ/日×3炉＝255ｔ/日 処 理 
能 力 灰溶融 40ｔ/日×2炉＝80ｔ/日(1 炉予備） 

事 業 費 約 164 億円(焼却施設) 

竣 工 年 度 平成 17 年度 

煙 突 高 さ 59ｍ 

発 電 能 力 5,000KW 

余熱利用施設 千寿荘（温水併給） 
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３）クリーンセンターかしはらの特徴 

ばいじん、塩化水素ガス、ダイオキシン類、窒素酸化物、硫黄酸化物等の有害ガス

は、最新鋭の除去設備で取り除き大気汚染を防ぐ。 

臭気やホコリ、騒音が施設外へもれない対策を施している。また、低周波空気振動

も周辺へ影響が出ない工夫を行う。 

焼却灰は安全性の高いスラグとし、減容化を図る。 

施設の運転管理は中央集中監視制御方式を採用し、施設全体の省力化および運転の

効率化と安全性の確保を図る。 

 

４）クリーンセンターかしはらの余熱利用等 

  焼却で発生する熱で蒸気を作り、施設内外への給湯を行っている。 

  ボイラで作られた蒸気でタービン発電機をまわし、最大 5,000kW の発電を行う。 

 

 
         灰溶融炉（電気アーク式） 
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